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ま え が き

このたびは、 当社新シグナルコンディショナファミリーをお買
上げいただき、誠に有難うございました。

当ファミリーは性能はもとより、 特にIEC規格に準拠、 安全
性、信頼性を考慮して開発したシグナルコンディショナです。 必
ずや皆様の一般計測や計測システム等にお役に立つことと思いま
す。
万一、 不備な点がございましたら、最寄の店所までご連絡下さい。

当ファミリ ー には、 下記の製品が販売されております。 次の機会に是非ご検討下さい。

形式 C H数 利 得 周波数特性 備 考

6l01 2ch／ユニット
X0.1~X 1 00 DC~5KHz 入・出力
可変利得X1~X2. 5 アイソレ ー ション

6L02 2ch／ユニット X 0. 1~X 1000 DC~100KHz 直結差動入力
直流増幅器 可変利得X1 ~X3.3

|6U)6— |;1d／ユニッ｝く～心一 l〉＜し0．へ、1)~X2000 DC~1 0KHz 入・出力� �・ � � � � →心なさ
可変利得X1~X2. 5 アイソレ ー ション

洲
｀ 知うく〇：が1~x·1000 入・出力6L07 1 ch／ユニット DC~100KHz 

可変利得X1~X2.5 アイソレ ーション

ロ ーパスフィルタ 9802 2ch／ユニット 遮断周波数 W/B時
1Hz~9KHz DC~100KHz 

直流電圧電流 3K02 1 ch／ユニット
0~1 1V 

発生器 0~110mA 

6H66 1ch／ユニット
ACプリッジ式 DC~2KHz 入・出力
手動パランス アイソレ ーション

6H67 1ch／ユニット ACプリッジ式 DC~2KHz 入・出力
動ひずみ測定器 自動パランス アイソレ ーション

之，，．心 6町6今
•—必-

ch／ユニ--・
ッ

··-四＆一如炉
ト

一 NMプリッジ式 DC~10KHz 入・出力
手動バランス アイソレ ーション

�べこ

9Aにプリッジ式 入・出力6H77 1ch／ユニット DC~10KHz 
自動バランス アイソレ ーション

ーが応砂
ーr-

心9心 ’”M, ’’’以 忍ー
- 1訓／g～10VIg ピックアップ感度チャ ージアンフ゜ 6D01 1ch／ユニット 0.2Hz~ 

1,”99 心 心炒がtc 99 -…• …̂ - -- 可変利得X 1~3.3 100KHz 1 ~110pC/g 
忍



取扱上の注意事項

1. 本器の入力電圧範囲にご注意下さい。
同相許容電圧はAC250V、 差動許容電圧は土30Vです。

2. 本器の出力に外部から電圧・電流を加えないでください。

3. 本器の電源電圧はAC90~100Vの範囲で使用してください。

4. 使用温度範囲(0~40℃)、 使用湿度範囲(20~85%RH、
ただし結露除く）以内でご使用下さい。

5. 本器の保管場所は、·下記のような堀所を避けてください。
。湿度の多い場所
。直射日光の当たる場所
。高温熱源のそば
。振動の激しい場所
。ちり、 ごみ、 塩分、 水、 油、 腐蝕性ガスの充消して

いる場所

6. 多チャンネル使用時には通風に充分注意し、 ファンユニ
ット等との併用を行ってください。





















7. 保 守

本器は厳密なチエックを経て出荷していますが、充分な性能を示さぬ時は次の点を確認した上で、当社
サーピス部門へご連絡ください。

． 

症 状 対 策

出力がふらつ< |1. 入カケープルの固涜(3-1項参照）
赤 …十入力

フローティング
入カケープル 白 … ー入力

フローティング
シールド・・・フローティング

コモン

2. 入カケープルの断線
赤● …5ピン
白 …1ピン

シールド••9ピン
テスタで導通チェックしてください。

出力がでない |1. 出カケープルの接続
負荷が定格よりおもくなっている
またはショ ート。
出カケープル 赤•••十出力

黒・・コモン

2.出カケープルの断線
テスタで導通チェックしてください。

出力がとぶ 1. 入力切換SW(MEAS-OFF)をOFF
にして、出力をみます。
a.とばないとき入カケープル、接続
b.とぶとき本器のオフセットを回してみる
c. OVER蕊示のとき内部が故障している。

- 1 0 -



8.仕 様

1. チャンネル数：
1チャンネル／1ユニット

2. 入力形式：
フローティング入力（差動入力）
インピーダンスほぼlOMO+lOMQ

3.利 得：
1000, 500, 200, 100, 50, 
20, 10, 5, 2, 1 
精度土o. 1% 
安定度 士o. 01％／℃ 
微 Xl~X2. 5. 

4. 直線性：土0. 0 2 5%/F. S
5. 周波数特性：

DC~lOOkHz +ldB -3dB
6. 出カフ・ィルタ：

OUT-Fのみ 3ポールベッセ）虚フィ
ルタ

0~1 OHz, 0~lOOHz, 
0~1 kHz, 0~lOkHz 
Wide Band 

7. 同相電田徐去比：
lkQ不乎衡(High側）信号源の状態で
120dB

50~60Hz 
8. 同相許容入力電圧(CMV)

2 5 0 VA C (RMS),又は350VDC
9. 差動許容入力電圧：

30Vで胆負しない。
10. 零ドリフト：

2µV／℃RTl（利得XlOOO)
11.雑音：

60µVp-pRT1（利得XlOOO)
12. 校正電圧：

+2V士0. 2%
13. セットリングタイム：

フルスケーJ位）ステップ入力に対して、出力
が最終値の99. 9％に達するまで
50µsec 

14. 過負荷回復時間：
差動許容入力電圧又はフルスケール入力の
5倍の過負荷のいずれか小さい過大入力の回
復に対し出力がフルスケールの 0. 1％に達
するまで800µ.sec

15.出 力：
電圧
電流

土lOV
OUT-D…土50mA
OUT-F…土5mA

インピーダンス 1 Q 
容董負荷 0. lµFで発振しない

16. 零調整範囲：土約lV
17. 絶縁抵抗：

DC500VでlOOMQ以上
入力、ガード、出力、筐体間

18. 耐電圧：
入カー出力間
入カ 一筐暉 ］ AC500V 

（保護接地端子） 1分間
こ—入力間

J 
AC20OOV 

電源ー出力間 1 分間
19. 使用温湿度範囲

0℃~40℃ 20~85%RH 
20.電源：

AClOOV士10% 50Hz, 60Hz
約16VA

21. 外形，重最：
幅50X高さ143X奥行354（呻）
突疇含まず 約 1. 8販

- 1 1





















9-4-2 直流増幅器の選び方
直流増幅器は、その用途によって、
機種を選択する必要がある。
予算に制限がなければ、 フローティ
ゾグ入力の高級器を採用すれば、ほ

とんどの計測に使用できる。 ただし
このクイプは直流増幅器の中で最も
高価である。
そこで新規に賭入する場合は、用途
に応じて最適のクイプを選択する方
がよいo選択の目やすとなるものは
仕様であるが、予備知識なしに良否
の判断をつけにくい場合も多いので
とくにボイントとなる項目をとり上
げて簡単に解説する。

u) コモソについて
アナ ．ロ ・グ計測ではよくコモンという
言葉が使われる。 これは文字通り共
通とい う意味で、あるいくつかの電

圧値を論ずるときの、共通の基準点
とい う意味で使われている。 この基
準点（コモン）というのがくせもの
で、何力所かの電圧源がある楊合、
各々の コ モン間に電位差（電圧）の
ある場合が多く、全体をまとめて論
ずる場合、どこか1カ所を全体のコ
モンとしてきめないと、電圧値を規
定できない。 また1カ所をコモソと
定めても、それが点でなく電線等で
長く引いている場合は気を付ける必
要がある。
その電線が出力電流等の帰路になっ
ていたりすると、電線上に電位勾配
を生じ、基準点とはいえなくなるか
らである。また各々の電圧領をコモ
ソ接地した楊合、 接地点を1ケ所に
まとめる楊合はよいが、 接地点が異
なったら駄目である。これは接地点
間こは必ず電位差があるからである。
以上述ぺたように、 ある計測システ
ムを考えると、多くの各種機器が継
続こ、並列に接続されることが多い
ので、コモソについて充分配慮する

必要があるo通常システムでは、デ
ークを最終的にとりこむ機器の入力
のコモソを全体のコモソと定める場
合が多い。
我々はこれをシステムのコモンと呼
んでいて、ここを接地することが多
い。 （最適な接地点である）

2点接地は前にも述べた通り、接地
間電位差が、誤差の雑音として混入
するので絶対避けなければならない5

実際のシステムでは、信号瀕とシス
テ・ ムのコモソの間に大きな電位差が

ある場合が多くある。
これらの場合は、直流増幅器の適切
な使用により、問題の発生を防ぐ．こ
とができる。 これは後でも述ぺる直
流増幅器の持っ、同相電圧による、
誤差や雑音の発生を抑圧する機能
c.·cMRR)、同相電圧に対する耐圧

の機能(CMV) である。
以上述ぺたように計測システムにお
いて、デ ー クがデジクル化される直
前まで、常にどこがシステムのコモ
ンか、コモン間の電位差をど う処理
するかを考える必要がある。

(2) 直流増幅器のケ ー スの問題
通常カクログ仕様には記載されてい
ないが重要な問題がある。 これは直
流増幅器ユニット の外周をかこって
いるケ ー ス（ほとんどの場合金属で
ある）が、どこへ接続されているか
である。
比較的簡易な直流増幅器の楊合、ケ
ースは静電シ ー ルドとして使用する
ために、 コ モンに接続されている。
これは直流増幅器を机上にセットし

たり、架台にとりつけたりすると増
幅器のコモンはその地点で接地され
る簡単な用途の場合は、これでもょ
いが、前にも述べた通り結果的には
信号源、システムのコモン等が接地
されることが多いので、多点接地と

-21-







り、 入力線からは電流が流れず差動信号は生
じない。
電流はガー・ドシ ールドからだけア ー スヘ流れ

る。
注：フロ ...:_ ティソグ入·力の場合は、 フロ ー テ

ィソグされている部分もガ ー ドシ ールド

で囲むことになる。

9-4-3 仕様の読み方
前の項でふれなかった他の仕様の項
目のうち重要と思われるものについ
て簡単に解説する。

(1)雑 音
これは入力信号と比較しやすいよう、
出力におけるレペルではなく、 入力
換算値で示される場合が多い。
また利得を変え たときでも、出力に
おける雑音レペルが計算できるよう
に、 入力換算値十出力換算値で表現
しているものもある。
この楊合は入力換算値に設定してい ．

る利得を乗じ 、出力換算値をそれに

加えれば、出力における雑音レベル

を計算できる。
また 雑音を電圧性のものと、 電流
性のものに分けて規定する楊合もあ
る。
この楊合は、電圧性雑音と電流性雑
音に信号源抵抗値を乗じて加算した
ものが全体の雑音電圧となる。
また帯域を区切って、下記のように
示す楊合もある。

DC~lOOHz で 5µV

DC~ I kHz で l5µV

DC~lOkHz で 3 0 J.J. V 

この項で特に気を付けなければなら
ないのは、 雑音の値がヒ゜

ー ク値か実
効値かという ことである。
雑音がホワイトノイズに近ければ
実効値はピ ー ク値に対し 1/7~1/8

ほどの値になり、 はるかに小さな値
になり、 はるかに小さな値で示され
る ことになる。測定しようとするデ

ークが振幅の場合はピ ー ク値が、デ
ーク自体かパワ ー のようなもののと
きは実効値がS/Nをまとめること
になるが、実効値表示の仕様の楊合
極めて大き な振幅のバルス状雑音が
含まれていて も、仕様では小さな値
で示されるので気を付ける必要があ
る。
また信号として識別できる信号のレ
ペルは雑音の・レペルまでということ
になる。

(2) ドリフト
これはゼロドリフトのことで安定度
と表現される楊合もある。
直流増幅器は 直流をその信号として
取扱うので、入力短絡すなわちゼロ
入力のときは出力もゼロV で変化し
ないのが理想であるo と ころが実際
には、 入力がゼロを保っていても出
力が変動することもある。
この変動する原因は主に周囲温度の
変化で．、長時間の場合は時間も原因
となる。
これは誤差を生ずる要因になるので、
ドリフトとして仕様の項目でそのレ

ペルが明記される必要が生ずるoこ
れも 入 力信号のレペルと比較しやす
いように入力換算値で示される楊合
が多いc

また前項と同じ理由で、入力換算値
十出力換算値で示される楊合もある。
値は主に温度係数で示されるが、時
間もドリフトの原因なので、．時間係
数と両方で示される揚合が多い。
この仕様は直流増幅器が電源を投入
されてから、内部で熱平衡し 、出力
が安定してからの値で示される。
このためにこの安定時間も併記され
ることが多い。 ．．

(3)利 得
直流増幅器は汎用の計測器なので、
色々のレベルの信号を取扱えるよう
に利得の切換器が付いている。
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この項で注目すぺき点は、その最大
利得はいくらか、利得の切換幅はど
の程度でどの程度の細さか 、利得の
正確さはど7)程度か、利得の安定度
はという大きくわけて4項目となる。
最大利得は①，②項と共に取扱える
信号の下限のレベルと関係があり、
利得の切換幅、細さは取扱う色々の
レベルの信号に対しての便利さ、応
用範囲の広さのめやすになる直流増
幅器の用い方では出力を読みとり使
用した利得で割算して信号のレペル
を直読する場合が多いo従って利得
の正確さ利得精度は重要な項目にな
る。
また利得の正確さと共にその安定度
も重要で、一般にその濫度係数が仕
様の項目にのせられる楊合が多い。
この場合その時間係数も当然存在ず
るが、値がきわめて小さく、また仕
様として管理するのが大変なので一

般には項目としてのらない場合が多
い。

(4)直 線 性
入力電圧が直線的に増加 するとき、
そ7)出力も入力に比例し完全に直線
的こ増加すれば、直線性については
まったく問題がなくなるが実際には
そうならない。
この理想直線からどの程度ずれるか

示すのがこの仕様である。一 般的に
はフルスケ ー ルのX °lo以内と表現さ
れる場合が多い。この意味はフルス
ケ ー ルが10vで直線性を0.01 %と
いうと、読み取り値には10vの士
0.. 0 1%、すなわち士lmVの直線性誤
差が含まれる可能性があるというこ
とである。

(5) 周波数特性
これは直流の利得に対しDC~
lOOKHz -3dBというようにあ

る誤差を生ずる周波数で示されるこ
とが多い。

場合によっては下記の例のように帯
域に よって細く規定することもある。

DC~ 1KHz 士0.1% 
DC~ IOKH z 士2%
DC~100 KR z -3 dB 

このように細かく規定 することは望
ましい方法であるが、このように紀
かく精度良い仕様で製品を管理して
出品 するためには、非常に多くのエ
数を要し、高価になるのでよほどの
高級機でないと実現できない。
また国産品ではほとんどないが局波
数特性とスリュ ー リミットまたはス
リ ー レ ー トという仕様り遠並記され

ている楊合がある。
この併記されているのは、増幅器の
出力の最大変化速度を示 すもので、
このような仕様で書か れているもの
では、フルスケ ー ル電圧ではその示

'されている周波数まで信号が通過せ
ず、ひずんだり、振幅が小さくなっ
たりするときがある。これはフルス
ケ ー ルでは、出力の変化速度がその
ス リュ ー リミット以上になってしま
うからで、振幅を小さくすると通過
するようになる。
この点は特に輸入品の場合、気を付
ける必要がある。

-25-



 




